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 若葉が芽吹き、花が咲き、植物が生き生きと活動する時期です。校庭ではツツジが咲き始め、フクロナデ

シコの花が花壇一面に咲き乱れ、ピンク色に染まっています。 

４月、子どもたちは学年が上がり、新たな気持ちで精一杯頑張って過ごしていました。１年生も授業だけ

でなく給食も始まり、新しい学校生活に一生懸命に取り組む姿が見られます。地域の学校応援団の方々に

も白衣の着替えや配膳を手伝っていただいています。６年生は、１年生の教室に行き、掃除の仕方を見事に

教えてくれています。 

先日の参観日では、保護者の皆様に、授業中の姿を観ていただきました。お忙しい中、都合を付けてお越

しいただき、ありがとうございました。昨年度は参観日がなく、お子様の教室での様子を見ていただくこと

ができませんでしたが、ようやく解禁となりました。子どもたちは、緊張をしながらも、いつもよりも張り

切っている姿や、うれしさの余りにお家の方に手を振っている姿もありました。子どもたちにとって、普

段、教室にいないたくさんの人に観られることは良い経験になり、成長に繋がります。今後も是非とも多く

の方に観ていただきたいと思います。 

また、先日６年生が全国学力・学習状況調査を受けました。「国語」では、話し合いの場面や、意見や感

想を伝え合う場面が設定された設問が多くありました。記述式の問題が多く出され、複数の答え方がある

ものがありました。「算数」では、プログラミングで色々な図形の描き方を取り上げた問題がありました。

アンケート結果を踏まえ、目的に沿った選択をするなど、算数を活用し日常生活の課題を解決させる問題

もありました。「理科」では、「動植物や自然現象に関心を持ち、科学的な言葉や概念を使って説明する力を

付けること」が求められるとして、実験・観察に基づいた問題がほとんどでした。まさに新指導要領に掲げ

ている、これから求められる資質・能力の育成に関する問題が多いと感じました。 

本校では、数年前から、新指導要領に則り、授業では主体的・対話的で深い学びの実現ができるように試

行錯誤を繰り返してきました。今年度、研究のテーマを新たに「一人ひとりが深め合う授業作り」とし、授

業の中で、「めあてを持つ」「子どもの交流を行う」「ふり返りをする」といった主体的で対話的な学習をと

おして、一人ひとりの学びを更に深めていくことをめざしています。また、本校では学習が円滑に進められ

るよう、学習の仕方「すみれスタンダード」を決めて、全学年が統一性と一貫性をもって指導に当たってい

ます。生活指導においても「すみれ小５S」を掲げ、凡事徹底（当たり前のことを当たり前にやりきる）こ

とをめざしています。 

今後も時代の流れに沿った教育ができるよう、教職員が一丸となって取り組んで参ります。 

さて、いよいよ明日からゴールデンウイークが始まります。子どもたちは４月に頑張った分、疲れも出て

きています。引き続き新型コロナウイルス感染症の予防に努めることも大切です。また、ニュースで、海や

用水路などの水の事故や交通事故が報道され、心配なことも多いです。最近では全国的に各地で地震が起

こっていることもあり、できる限り自分の身は自分で守るように気をつけて過ごして欲しいと思います。

そして、連休明けには元気な姿で会えることを楽しみにしています。 
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